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９

月
議
会
に
一
般
質
問
を
行
い
、

本
市
の
防
災
政
策
に
つ
い
て
問
い

ま
し
た
。
 

                    質
問

①
の

要
旨

 

●
学

校
の

防
災

教
育

の
見

直
し

を
 

●
学

校
の

避
難

所
機

能
の

拡
充

を
 

裕
一

郎
①

の
質

問
要

旨
 

▼
被

災
３

県
の

教
委

は
、

大
震

災
で

死
亡

、
行

方
不

明
と

な
っ

た
国

公
立

小
中

高
の

児
童

生
徒

は
５

３
６

人
に

上
り

、
多

く
は

下
校

中
や

下
校

後
自

宅
で

津
波

に
遭

遇
し

た
と

公
表

し
た

。
 

①
ア
こ
の
教
訓
か
ら
、
児
童
生
徒
を

災
害
か
ら
守
る
施
策
、
並
び
に
学
校

で
の
防
災
教
育
を
問
う
。
 

▼
東

日
本

大
震

災
後

、
学

校
施

設
の

在
り

方
を

検
討

し
た

文
科

省
は

、
学

校
は

教
育

の
場

で
あ

る
と

同
時

に
、
住

民
避

難
の

拠
点

で
あ

る
と

い
う

「
発

想

の
転

換
」
が

必
要

だ
と

明
記

し
た

。
 

■
今

後
、
避

難
所

機
能

を
念

頭
に

置
い

た
学

校
整

備
を

求
め

、
予

算
に

反
映

さ

せ
る

と
し

て
い

る
。
こ

の
こ

と
か

ら
、
本

市
も

30

年
以

内
に

50

%

以
上

の
確

 

  率
と

さ
れ

る
南

海
地

震
(

M

９
規

模
)

な
ど

の
大

規
模

災
害

に
備

え
、

避
難

所
と

な
る

小
中

学
校

の
避

難
設

備
の

拡
充

を
急

ぐ
べ
き

と
考

え
る

。
 

①
イ
ま
ず
、
防
災
公
園
が
無
く
、
大

規
模
災
害
の
避
難
施
設
が
不
足
し
て

い
る
大
野
地
域
に
建
設
予
定
の
小
中

一
貫
校
(
海
抜
６

m

)
に
、
必
要
な
避

難
所
機
能
を
合
わ
せ
て
整
備
す
れ
ば
、

効
率
的
か
つ
早
急
な
拡
充
が
図
れ
る

の
で
は
な
い
か
。
 

①
ウ
ま
た
、
避
難
所
に
欠
か
せ
な
い

炊
き
出
し
設
備
を
有
す
る
拠
点
化
整

備
に
向
け
、
給
食
の
一
極
セ
ン
タ
ー

化
を
見
直
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

 

          

  教
育

長
①

の
答

弁
要

旨
 

①① ①①
アア アア

震
災

の
教

訓
か

ら
、
放

課
後

や
長

期
休

業
中

に
起

き
た

場
合

も
、
自

分
の

命
を

守
る

た
め

、
自

分
で

判
断

し
、
安

全
な

場
所

に
避

難
で

き
る

力
を

身
に

付

け
さ

せ
る

こ
と

が
大

切
で

あ
る

こ
と

か

ら
、
学

校
で

の
取

り
組

み
と

共
に

、
家

庭

と
連

携
し

避
難

場
所

を
家

族
で

決
め

て

お
く

こ
と

や
、
防

災
意

識
が

高
ま

る
よ

う
、
地

域
に

も
働

き
か

け
て

い
き

た
い

。
 

①① ①①
イイ イイ

大
野

一
貫

校
の

整
備

に
あ

た
り

、

避
難

所
に

必
要

な
機

能
を

計
画

し
て

い
る

。
具

体
的

に
は

貯
水

タ
ン

ク
、
マ

ン

ホ
ー

ル
ト

イ
レ

、
発

電
機

、
備

蓄
倉

庫

な
ど

で
、

校
舎

が
完

成
す

る

26

年
９

月
に

は
、
追

加
避

難
施

設
に

位
置

付
け

る
よ

う
関

係
部

局
と

協
議

し
て

い
る

。
 

①① ①①
ウウ ウウ

炊
き

出
し

は
、

家
庭

科
調

理
室

及
び

屋
外

テ
ン

ト
で

、
熱

源
に

は
プ

ロ
パ

ン
ガ

ス
を

考
え

て
お

り
、
必

ず
し

も
給

食
調

理
場

を
設

け
る

必
要

性
は

考
え

て
い

な
い

。
 

■
セ

ン
タ

ー
に

つ
い

て
は

、
防

災
の

観
点

も
踏

ま
え

、
東

日
本

の
実

態
を

調
査

し
、

研
究

し
て

み
た

い
。
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「
子

ど
も
達

の
命

を
守

る
」

防
災

教
育

の
見

直
し

を
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   質
問

②
の

要
旨

 

●
高
齢
者
の
救
援
体
制
の
強
化
を
 

●
自
主
防
災
の
補
助
制
度
の
改
正
を
 

裕
一

郎
②

の
質

問
要

旨
 

▼
報

道
機

関
が

、
大

震
災

で
死

亡
し

、

年
齢

が
確

認
さ

れ
た

７
９

５
３

人
を

調
べ
た

結
果

65

才
以

上
の

高
齢
者

が

55

・
４

%

を
占

め
る

こ
と

が
わ

か
っ
た

。

■
人
口
比

率
か

ら
、
い

ず
れ

の
県

も
高

齢
者

の
被

害
割

合
が

2

倍
余

り
高

い
。
 

 
ま

た
、
死

亡
原
因

は
違

う
も

の
の
阪

神
大

震
災

で
も
約

５
割

と
、
高

齢
者

の

被
害
割

合
が

高
い
事

は
同
じ

で
あ

る
。
 

②
ア
こ
の
教
訓
を
踏
ま
え
、
災
害
弱

者
で
あ
る
高
齢
者
を
守
る
救
援
対
策

に
つ
い
て
問
う
。
 

▼
今

年
度

か
ら

、
自
主

防
災

組
織

の

補
助
金
交

付
制
度

が
始

ま
り

、
強
化

、

結
成

に
向

け
一
歩
前
進

し
た

。
し

か

し
資

機
材
補
助

が
単

発
で

あ
り
強
化

策
と

し
て

不
十

分
で

あ
る

。
地

域
防

災
力

の
強
化

に
は

、
資

機
材

整
備

を

自
ら
進

め
よ

う
と

す
る

組
織

に
、
継

続
し

た
助

成
が

不
可
欠

と
考

え
る

。
 

   ②
イ

自
主

防
災

の
資

機
材

整
備

費

に
つ
い
て
、
継
続
的
に
支
援
す
る
制

度
に
改
正
す
べ
き
と
思
う
が
ど
う
か
。
 

眞
野

市
長

②
ア

の
答

弁
要

旨
 

②
ア
現

在
、
高

齢
者

や
、
障

が
い

の
あ

る
方

に
対

し
、
「
災

害
要
援
護
者

避
難

支
援
制
度
へ
の
登
録

の
呼

び
か

け
」
を

行
っ
て

い
る

。
年
度

内
に
収
集

、
集
約

し
災

害
時
援
護
台
帳

と
し

て
整

備
を

し
て

い
る

。
 

■
ま

た
、
個
別

計
画

の
作

成
に

あ
た

っ

て
は

、
自
治
会

組
織

に
対

し
、
制
度

の

趣
旨

や
必

要
性

を
説

明
し

、
登
録

さ

れ
た

要
援
護
者
情

報
を
提
供

し
、
支

援
者
探

し
や

、
日
頃

の
見

守
り
活
動

、

避
難

訓
練

な
ど

に
活
用

し
て
頂

く
こ

と
に

し
て

い
る

。
 

眞
野

市
長

②
イ

の
答

弁
要

旨
 

②② ②②
イイ イイ
資

機
材

に
係

る
補
助
金

は
、
今

 

年
度

か
ら

５
年
間

に
１

組
織

あ
た

り

50

万
円

を
上
限

に
し

て
い

る
が

、
新

設
し

た
ば

か
り

の
制
度

で
あ

り
、
当
面

は
そ

の
範
囲

で
補
助
金
制
度

を
活
用

し
て

も
ら

い
た

い
。
 

   ■
そ

の
中

で
、
充

実
し

た
活
動

に
支
障

が
生
じ

て
い

る
と

い
う
声

が
数

多
く

あ

れ
ば

、
上
限
額

の
在

り
方

に
つ

い
て

検

討
し

、
着

実
な

自
主

防
災

組
織

の
設

立
と

育
成

を
考

え
て

い
る

。
 

裕
一

郎
①

②
の

コ
メ

ン
ト

 

▼
東

日
本

大
震

災
の

教
訓

を
踏

ま
え

、

「
子

ど
も

や
高

齢
者

な
ど

の
避

難
対

策
の
強
化

」
、

「
学

校
を
利
用

し
た

避

難
所

施
設

の
拡

充
」
、

「
自
主

防
災
助

成
制
度

の
改
正

」
を
訴

え
ま

し
た

。
 

■
し

か
し

、
重
視

し
た
ソ
フ

ト
面

に
つ

い
て

は
、
現

在
行

っ
て

い
る
事

を
強
化

す
る

と
の

内
容

だ
け

で
、
新

た
な
政

策
や

計
画

は
有

り
ま

せ
ん

で
し

た
。
 

■
こ

れ
で

市
民

の
命

が
守

れ
る

の
か

。

本
市

は
、

大
規

模
災

害
の
危

機
意

識

が
低

い
の

で
は

な
い

で
し
ょ

う
か

。
 

■
再
質
問

で
は

、
防

災
教

育
の
強
化

策
と

し
て
専
門

家
の
招
へ
い

や
、

学
校

と
地

域
を

結
ぶ

連
絡
会

議
の

設
置

を

提
案

し
ま

し
た

が
、
検

討
す

る
と

の
答

弁
に
留

ま
り

ま
し

た
。
 

▼
ハ
ー
ド
面

に
つ

い
て

は
、

大
野

地
域

に
建

設
予
定

の
小

中
一

貫
校

を
追

加

避
難

施
設

と
し

て
、

避
難

所
機

能
を

整
備

す
る

と
の
答
弁

か
ら

、
今

後
は

、

給
仕

体
制

も
含

め
、

内
容

の
充

実
を

求
め

て
参

り
ま

す
。
 

■
さ

ら
に

、
避

難
所

と
な

っ
て

い
る

市

内
全

域
の

小
中

学
校

の
機

能
整

備
も

進
め

て
い

か
な

く
て

は
な

り
ま

せ
ん

。
 

▼
地

域
共
助

の
柱

と
な

る
、

自
主

防

災
助

成
制
度

の
改
正

に
つ

い
て

は
、
進

展
な

く
提

起
だ

け
に
終
わ

り
ま

し
た

。

●
す

で
に

市
民

の
声

は
あ

る
の

に
。
 

                             

高
齢

者
の

救
援

体
制

・
自

主
防

災
の

強
化

を
図

れ
 

南
海

大
地

震
、

想
定

を
超

え

る
自

然
災

害
か

ら
犠

牲
者

を
最

小
限

に
と

ど
め

る
た

め
に

、
 

防
災

計
画

の
見

直
し

作
業

に

「
市

民
の

声
」
を

、
「

地
域

の
課

題
」

を
反

映
さ

せ
た

い
。

 

ご
指

導
、

お
願

い
し

ま
す

。
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ハ
ー
ド
だ
け
で
は
防
げ
な
い
 

■
被

災
地
復
旧

の
一
助

に
な

れ
ば

と

の
思

い
か

ら
、

７
月

14

日
か

ら
４

日

間
、

一
般
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア

と
し

て
寝
袋

持
参

で
岩
手

県
陸
前

高
田

市
に
入

り
、

瓦
礫

の
除
去

や
、
草
刈

な
ど

の
作

業

に
従
事

さ
せ

て
い

た
だ

き
ま

し
た

。
 

■
ま

た
、

自
ら

の
目

で
、
そ

し
て
足

で
、

被
災

地
の
空
気

や
現
状

を
感
じ

、
現

地
の
声

を
聞

い
て
参

り
ま

し
た

。
 

■
そ

の
中

で
、
特

に
驚

い
た

の
は

津
波

の
到
達

点
を
境

に
、
街

が
壊
滅

し
て

い

る
側

と
、
普
通

に
暮

ら
し

て
い

る
側

に

く
っ
き

り
と

分
か

れ
、
景
色

が
一
変

す

る
こ

と
で

す
。
 

■
市
庁

舎
、
警
察
署

な
ど

市
街

地
を

一
瞬

に
破
壊

し
た

津
波

の
威

力
を
知

り
、
背
筋

が
凍

る
思

い
が

し
ま

し
た

。
 

■
私

は
、
強
固

な
堤

防
の
崩
壊

、
地

盤
沈

下
し

た
沿
岸

部
を
見

て
、
ハ
ー
ド

整
備

で
災

害
を

食
い
止

め
る

の
は

不

可
能

だ
と

認
識

し
、
今

は
、
自
然

と
暮

ら
し

の
共

生
を

模
索

す
る

、
ソ
フ

ト
面

の
対
策

が
重

要
だ

と
考

え
て

い
ま

す
。
 

■
陸
前

高
田

市
の

場
合

、
元

の
場

所

で
暮

ら
し

た
い

と
の

地
元

の
想

い
も

あ

り
ま

す
が

、
四
百

年
に
三
度

の
大

津

波
を

被
っ
て

い
る

と
の
話

か
ら

も
、

ま

た
起

こ
る

と
想
定

し
、

命
を

守
る
視

点
か

ら
、
高
台

に
新

し
い
街

を
作

る
こ

と
を
基

本
に
復
興

計
画

を
立

て
る

べ

き
だ

と
思

い
ま

す
。
 

「
釜
石
の
奇
跡
」
か
ら
学
ぶ
 

■
釜
石

市
も

、
死
者

、
行

方
不

明
者

が

千
人

を
越

え
る
惨
事

と
な

り
ま

し
た

が
、

14

の
小

中
学

校
の

児
童

生
徒
約

三
千

人
は

、
ほ
ぼ

全
員

が
無
事

で
し

た
。

釜
石

教
委

が
行

っ
た

防
災

教
育

の
徹
底

が
「
釜
石

の
奇
跡

」
を

生
ん

だ
の

で
す

。
 

■
そ

の
柱

と
な

っ
た

避
難

３
原
則

、
「
想

定
に

と
ら
わ

れ
る

な
」
「
最
善

を
尽

く

せ
」
「
率
先

し
避

難
せ

よ
」
を
覚

え
て

お

い
て

下
さ

れ
ば
幸

い
で

す
。
 

■
さ

ら
に

、
防

災
教

育
の
徹
底

は
、
す

で
に

７
割

が
帰

宅
し

て
い

た
釜
石

小
の

児
童

全
員

が
無
事

で
あ

っ
た

と
同

時
に

、

避
難

を
し
ぶ

る
祖
父
母

を
説
得

し
た

り
、
園

児
の
手

を
引

く
な

ど
、
共
助

の

行
動

も
随

所
に

み
ら

れ
た

と
の
話

も
。
 

■
本

市
も

、
防

災
訓
練

と
教

育
な

ど

ソ
フ

ト
面

の
重

要
性

を
再

認
識

す
る

事
例

と
し

て
参

考
に

す
べ
き

で
す

。
 

①
「

想
定

に
と

ら
わ

れ
る

な
」

 

②
「

最
善

を
尽

く
せ

」
 

③
「

率
先

し
避

難
せ

よ
」

 

 
命

を
救

っ
た

避
難

３
原

則
 

裕一郎の震災レポート（陸前高田市） 

(大震災から学ぶ教訓を生かす No.２) 
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  議
会

改
革

、
一

歩
前

進
 

■
議
会
基

本
条
例
等
制
定
特
別

委
員

会
は

、

9

月
定
例

議
会
最
終

日
に
廿

日
市

市
議
会
倫

理
条
例
案

を
上
程

し
、

原
案

ど
お

り
、
可

決
さ

れ
ま

し
た

。
 

■
私

も
、
準

備
会

か
ら

委
員

と
し

て

携
わ

っ
た

こ
と

か
ら
感
無
量

で
す

。
 

■
し

か
し

、
中

身
に

つ
い

て
完
璧

と
は

言
い

難
い

と
こ
ろ

も
有

り
ま

す
。
 

■
た

だ
、

11

回
に

及
ぶ

委
員
会

の
な

か
で

、
激

し
い

議
論

の
末

、
ま

と
め

ら

れ
た
事
情

か
ら

、
議
会
改
革

が
一
歩

前
に
進
ん

だ
も

の
と

考
え

て
い

ま
す

。
 

■
な

お
、
見
直

し
規
定

も
明

記
し

て

あ
り

、
今

後
は
運
用

し
な

が
ら
改
善

し
て

行
き

た
い

と
思

い
ま

す
。
 

議
会
基
本
条
例
の
制
定
へ
向
け
て
 

■
委
員
会

で
は

、
来

年
３

月
議
会

の

上
程

、
可

決
を
目
指

し
議
会
基

本
条

例
案

の
作

成
作

業
に
入

り
ま

し
た

。

■
引

き
続

き
、
改
革

を
進

め
る

議
員

と
共

に
、

市
民

の
皆
様

に
、
開

か
れ

た

議
会

と
な

る
よ

う
最
善

を
尽

く
し

て

参
り

ま
す

。
 

湯
崎

湯
崎

湯
崎

湯
崎

広
島

広
島

広
島

広
島

県
知

事
県

知
事

県
知

事
県

知
事

とと とと
    

■
知
事

室
で

お
会

い
し

て
か

ら
一

年

ぶ
り

に
広
島

県
知
事

と
、
少

し
お
話

を
す

る
機
会

が
あ

り
ま

し
た

。
 

■
２

年
目

に
入

り
、
湯
崎
改
革

が
本

格
的

に
動

き
始

め
た

と
存
じ

ま
す

。

■
２
兆
１
千
億
円

の
借
金

を
抱

え
る

広
島

県
、
湯
崎
カ
ラ

ー
の

行
革

を
進

め
る

３
つ

の
視
座

、
「
県

民
起

点
」
「
現

場
主
義

」
「
予

算
主
義

か
ら

成
果
主
義

へ
の

転
換

」
を

貫
き

、
県

民
の
暮

ら
し

を
守

っ
て
ほ

し
い

。
応
援

し
て

い
ま

す
。
 

 み
や

じ
み

や
じ

み
や

じ
み

や
じ

マ
リ

ン
オ

ー
プ

ン
マ

リ
ン

オ
ー

プ
ン

マ
リ

ン
オ

ー
プ

ン
マ

リ
ン

オ
ー

プ
ン

     

 

  ■
８

月
１

日
、
宮
島

水
族
館

が
オ

ー

プ
ン

し
、
８

月
は

予
想

の

15

万
人

を

大
幅

に
超

え
る

17

万

5

千
人

の
入

場
者

が
来
館

、
上
々

の
ス

タ
ー

ト
を

切

り
ま

し
た

が
、
宮
島
口

は
慢

性
渋
滞

。
 

■
競
艇
駐
車

場
の

観
光
客
供
用

が
開

始
さ

れ
た

も
の

の
、
国

道
２
号

の
渋
滞

解
消

に
は
至

っ
て

い
ま

せ
ん

。
 

■
来

年
度

か
ら

の
五
次
総

後
期

計
画

 

さ
ら

に
、
宮
島
口
港
湾

整
備
事

業
に

 

よ
り

、
懸
案

の
解
消

に
全

力
で

取
り

組
 

み
た

い
と
存
じ

ま
す

。
 

 ■
本

市
の

22

年
３

月
末

の
高

齢
化

率

（

65

才
以

上
）
は
約

23

％
、

５
年
前

は

19

・

5

％
で

し
た

。
 

■
年

齢
別

人
口

表
か

ら
、
０
歳

児
の

９
１
２

人
と

80

歳
の

９
１
０

人
と

が
、

ほ
ぼ

同
数

で
あ

る
事

に
驚

き
ま

し
た

。
 

■
最

多
年

齢
は

62

歳
の
２

３
０

６
人

、

２
千

人
を
超

え
る

の
は

60

歳
、

61

歳
、

62

歳
、

63

歳
の
団
塊

の
世
代

の
方
々

だ
け

で
す

。
こ

こ
か

ら
読

み
取

れ
る

の

は
、

今
後

５
年
間

で
急
速

に
高

齢
化

率
が

上
昇

す
る

こ
と

で
す

。
 

■
日

本
の
容

が
変
わ

り
始

め
て

20

年
。

■
新
総

理
に

は
「
失
わ

れ
た

20

年
」
か

ら
の
脱
却

、
ま

た
、
次
世
代
へ
の
責
任

で
も

あ
る

、
避

け
て
通

れ
な

い
社
会
保

障
制
度
改
革

に
向

け
て

、
強

力
な
リ

ー
ダ

ー
シ
ッ

プ
を

期
待

し
ま

す
。
 

 

皆
様

の
ご

意
見

こ
そ

が
、
活

動
の

原
点

で
す

。
ご

意
見

を
お

待
ち

し
て

い
ま

す
。
 

Ｈ
Ｐ

更
新

中
 

（松本大輔氏、金井塚はるか氏の 
ホームページからリンク出来ます。） 

広
畑

裕
一

郎
後

援
会
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政
治

倫
理

条
例

施
行

 

裕
一

郎
の

ひ
と

言
 


